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一
、
周
必
大
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
編
纂

北
宋
の
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
の
全
集
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
を
編
纂
し
て
刊
行
し
た
の
は
、
南
宋
の
周
必

大
（
一
一
二
六
～
一
二
〇
四
）
で
、
彼
は
歐
陽
脩
と
同
じ
く
廬
陵
の
人
で
あ
っ
た
。『
宋
史
』
巻
三
百
九
十
一
、
周
必
大
伝
に
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

嘗
建
三
忠
堂
於
郷
。
謂
歐
陽
文
忠
修
、
楊
忠
襄
邦
乂
、
胡
忠
簡
詮
皆
廬
陵
人
、
必
大
平
生
所
敬
慕
。
爲
文
記
之
。
蓋
絶
筆
也
。

嘗
て
三
忠
堂
を
郷
に
建
つ
。
謂
く
歐
陽
文
忠
修
、
楊
忠
襄
邦
乂
、
胡
忠
簡
詮
は
皆
廬
陵
の
人
に
し
て
、
必
大
、
平
生
敬
慕
す
る
所

な
り
と
。
文
を
爲
り
之
れ
を
記
す
。
蓋
し
絶
筆
な
り
。

故
郷
の
偉
人
の
一
人
と
し
て
、
周
必
大
は
歐
陽
脩
を
常
日
頃
か
ら
敬
慕
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
、
廬
陵
で
編
ま
れ
た
歐
陽
脩

全
集
の
出
来
が
ひ
ど
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
、
周
必
大
は
「
歐
陽
文
忠
公
集
後
序
」
の
中
で
以
下
の
如
く
述
べ
る
。

廬
陵
所
刊
、
抑
又
甚
焉
。
巻
帙
叢
脞
、
略
無
統
紀
。
私
窃
病
之
、
久
欲
訂
正
、
而
患
寡
陋
未
能
也
。

廬
陵
の
刊
す
る
所
、
抑
々
又
た
甚
だ
し
。
巻
帙
叢
脞
に
し
て
、
略
ぼ
統
紀
無
し
。
私ひ

窃そ

か
に
之
れ
を
病
み
、
久
し
く
訂
正
せ
ん
と
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欲
す
る
も
、
寡
陋
に
し
て
未
だ
能
は
ざ
る
を
患
ふ
る
な
り
。

周
必
大
は
、
廬
陵
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
歐
陽
脩
の
全
集
本
の
ひ
ど
さ
を
見
か
ね
て
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。
全
集
編
纂
の
際
に
、
周
必
大
は
廬
陵
の
学
者
達
を
動
員
し
た
。
編
纂
に
参
加
し
た
学
者
達
は
彼
の
「
歐
陽
文
忠
公
集
後
序
」

に
窺
え
る
。

會
郡
人
孫
謙
益
老
於
儒
學
、
刻
意
斯
文
。
承
直
郎
丁
朝
佐
博
覧
群
書
、
尤
長
考
證
。
於
是
徧
捜
舊
本
、
傍
采
先
賢
文
集
、
與
郷
貢

進
士
曾
三
異
等
互
加
編
校
。

會た
ま
たま

郡
人
の
孫
謙
益
は
儒
學
に
老
い
、
意
を
斯
文
に
刻
む
。
承
直
郎
の
丁
朝
佐
は
群
書
を
博
覧
し
、
尤
も
考
證
に
長
け
り
。
是
に

於
て
舊
本
を
徧
く
捜
し
、
傍
に
先
賢
の
文
集
を
采
り
、
郷
貢
進
士
の
曾
三
異
等
と
互
い
に
編
校
を
加
ふ
。

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
孫
謙
益
、
丁
朝
佐
、
曾
三
異
の
三
人
を
含
め
て
、
周
必
大
編
纂
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
巻
末
に
、
全
集
の
校
正

者
、
覆
校
者
の
一
覧
が
あ
る
。

編
定
校
正
：
孫
謙
益
、
丁
朝
佐
、
曾
三
異
、
胡
柯

覆
校
：
葛
潨
、
王
伯
芻
、
朱
岑
、
胡
炳
、
曾
煥
、
胡
渙
、
劉
賛
、
羅
泌

周
必
大
は
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
を
編
纂
し
た
の
で
あ
る
。
全
集
の
編
纂
期
間
に
つ
い
て

は
「
歐
陽
文
忠
公
集
後
序
」
に
、

起
紹
熈
辛
亥
春
、
迄
慶
元
丙
辰
夏
、
成
一
百
五
十
三
巻
、
別
爲
附
録
五
巻
。 

紹
熈
辛
亥
の
春
起よ

り
、
慶
元
丙
辰
の
夏
迄
、
一
百
五
十
三
巻
を
成
し
、
別
に
附
録
五
巻
を
爲
る
。
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と
記
述
さ
れ
て
い
る
。『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
は
、
紹
熈
二
年
（
一
一
九
一
）
か
ら
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
ま
で
の
六
年
の
歳
月

を
か
け
て
、
周
必
大
が
廬
陵
の
学
者
達
を
動
員
し
て
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
、
今
日
に
見
ら
れ
る
南
宋
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
つ
い
て

今
日
、
日
本
、
中
国
、
台
湾
に
見
ら
れ
る
南
宋
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
数
種
類
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。
ま
ず
日
本
に
お
い
て
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
天
理
本
と
称
す
）
と
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
（
以
下
、

宮
内
庁
本
と
称
す
）
が
あ
る
。

天
理
本
は
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
の
う
ち
、
巻
三
十
五
～
巻
四
十
第
一
葉
、
巻
七
十
三
第
十
八
葉
～
巻
八
十
五
、
巻
九
十

四
第
一
葉
～
第
五
葉
、
巻
百
四
十
第
一
葉
～
第
五
葉
が
欠
本
で
あ
る
。
百
五
十
三
巻
の
う
ち
、
後
人
の
補
写
は
僅
か
二
十
三
巻
部
分
に

過
ぎ
ず
、
南
宋
刊
本
が
ほ
ぼ
原
形
を
留
め
て
お
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
宮
内
庁
本
は
、
現
存
し
て
い
る
の
が
巻
二
十
四
～
巻
二
十
九
、
巻
三
十
五
～
巻
四
十
五
、
巻
七
十
六
～
巻
八
十
九
、
巻
九
十

三
～
巻
百
十
、
巻
百
十
六
～
巻
百
二
十
五
、
巻
百
三
十
二
～
巻
百
三
十
三
、
巻
百
四
十
七
、
巻
百
四
十
九
～
巻
百
五
十
三
の
合
計
六
十

七
巻
で
あ
る
。

次
に
、
中
国
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
、『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
よ
る
と（

１
）、
南
宋
本
と
し
て
は
次
の
10
本
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。（
便
宜
上
、
①
～
⑩
ま
で
番
号
を
付
し
た
）

① 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

附
録
五
巻　

宋
慶
元
二
年
周
必
大
刻
本
︹
巻
三
至
六
、
三
十
八
至
四
十
四
、

六
十
一
至
六
十
三
、
九
十
五
、
一
百
三
十
四
至
一
百
四
十
三
配
明
抄
本
︺　

四
十
六
冊

② 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
慶
元
二
年
周
必
大
刻
本
︹
巻
六
十
二
至
六
十
五
配
抄
本
︺
十
六
冊　

存
四

十
巻　

四
至
七　

五
十
五
至
六
十
七　

七
十
二
至
七
十
三　

八
十
七
至
八
十
九　

一
百
十
二
至
一
百
十
七　

一
百
二
十
至
一
百

二
十
四　

一
百
四
十
六　

一
百
四
十
八　

一
百
四
十
九
至
一
百
五
十
三



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
号

64

③ 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
慶
元
二
年
周
必
大
刻
本　

三
冊　

存
五
巻　

五
十
二
至
五
十
四　

九
十
六　

一
百
十
九

④ 
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

年
譜
一
巻　

宋
胡
柯
撰　

宋
刻
本　

二
十
一
冊　

存
七
十
二
巻  

二
十
至
二

十
四　

四
十
六
至
六
十
四　

六
十
八
至
七
十
五　

九
十
五
至
一
百
十
四　

一
百
十
七
至
一
百
二
十
七　

一
百
三
十
四
至
一
百
三

十
七　

一
百
四
十
一
至
一
百
四
十
二　

一
百
四
十
四
至
一
百
四
十
六

⑤ 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

二
冊　

存
四
巻　

八
十
二
至
八
十
五

⑥ 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

二
冊　

存
九
巻　

九
十
七
至
一
百
一　

一
百
五
十
至
一
百
五
十
三

⑦ 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本
﹇
巻
三
十
至
三
十
四
配
清
初
抄
本
﹈　

十
六
冊　

存
五
十
巻　

一
至

五
十

⑧ 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

附
録
五
巻　

宋
刻
本　

二
十
冊　

存
七
十
五
巻　

一
至
二　

五
十
一
至
六
十

五　

七
十
一
至
八
十
九　

一
百
二
至
一
百
十
八　

一
百
二
十
五
至
一
百
四
十
三　

附
録
一
至
三

⑨ 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

二
冊　

存
十
一
巻　

四
十
至
五
十

⑩ 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

鄧
邦
述
跋　

四
冊　

存
四
巻　

二
十
至
二
十
三

最
後
に
、
台
湾
の
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
南
宋
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
つ
い
て
、『
国
立
中
央
図
書
館
善
本
書
目
』
に
よ

る
と（

２
）、

次
の
三
種
類
が
存
在
す
る
。（
便
宜
上
、
⑪
～
⑬
の
番
号
を
付
し
た
）

⑪ 

歐
陽
文
忠
公
集　

存
三
巻
三
冊　

宋
歐
陽
修
撰　

南
宋
刊
本　

存
奏
議
巻
十
一
至
巻
十
三

⑫ 

歐
陽
文
忠
公
集　

存
五
巻
三
冊　

宋
歐
陽
修
撰　

南
宋
中
期
覆
周
必
大
吉
州
刊
本　

墨
批　

存
居
士
集
目
録
及
居
士
集
巻
四
十

一
至
巻
四
十
四

⑬ 

歐
陽
文
忠
公
集　

存
一
巻
一
冊　

宋
歐
陽
修
撰　

南
宋
中
期
覆
周
必
大
吉
州
刊
本　

存
表
奏
書
啓
四
六
集
第
七
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こ
の
う
ち
、
⑪
に
つ
い
て
実
際
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
破
損
が
ひ
ど
く
、
刻
工
等
の
確
認
も
出
来
な
い
状
態
な
の
で
、
本
稿
で
は
残

念
な
が
ら
考
察
の
対
象
外
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
、
日
本
、
中
国
、
台
湾
に
お
け
る
南
宋
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
所
蔵
状
況
を
確
認
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
幾
つ
か
の
系
統
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ど
れ
が
周
必
大
の
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
、
こ
れ
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

三
、
目
録
よ
り
見
た
周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
つ
い
て

前
章
で
指
摘
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
南
宋
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
つ
い
て
、
先
行
の
目
録
等
で
は
ど
の

よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
特
に
、
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
周
必
大
の
原
刻
本
『
歐

陽
文
忠
公
集
』
に
注
目
し
て
、
以
下
検
討
し
た
い
。

文
化
庁
監
修
『
国
宝
』
の
中
で
天
理
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
す
る（

３
）。

本
書
は
そ
の
宋
刊
本
で
、
本
文
百
五
十
三
巻
、
付
録
五
巻
を
三
十
九
冊
に
収
め
る
が
、
︙
︙
︙
そ
の
版
刻
は
慶
元
二
年
で
、
本
書

も
お
そ
ら
く
当
時
の
印
行
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
天
理
本
を
慶
元
二
年
刊
行
の
周
必
大
原
刻
本
と
認
め
て
い
る
。
一
方
、
宮
内
庁
本
に
つ
い
て
は
、『
図
書
寮
典
籍
解
題　

漢
籍
篇
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
述
す
る（

４
）。

陳
振
孫
の
書
録
解
題
に
、
六
一
居
士
集
一
百
五
十
二マ
マ

巻
を
著
録
し
、

 
 

 

周
益
公
解
相
印
歸
、
用
諸
本
編
校
、
定
爲
此
本
、
且
爲
之
年
譜
。
自
居
士
集
、
外
集
而
下
、
至
於
書
簡
集
、
凡
十
、
各
刊
之

家
塾
。
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と
記
す
も
の
は
、
即
ち
本
書
で
あ
る
。

「
周
益
公
、
相
印
を
解
か
れ
て
歸
り
、
諸
本
を
用
ひ
て
編
校
し
、
定
め
て
此
の
本
を
爲
り
、
且
つ
之
が
年
譜
を
爲
る
」
と
記
述
す
る
の

は
、
周
必
大
が
官
職
を
辞
し
て
歐
陽
脩
の
全
集
を
編
纂
し
た
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
周
必
大
が
原
刻
本
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
編
纂

し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

漢
籍
篇
』
で
は
、
宮
内
庁
本
が
周
必
大
原
刻
本
で
あ
る
と
記
載
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
よ
れ
ば
、
前
章
で
確
認
し
た
①
、
②
、
③
を
周
必
大
の
原
刻
本
と
見
な
し
て
い
る
。

① 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

附
録
五
巻　

宋
慶
元
二
年
周
必
大
刻
本
︹
巻
三
至
六
、
三
十
八
至
四
十
四
、

六
十
一
至
六
十
三
、
九
十
五
、
一
百
三
十
四
至
一
百
四
十
三
配
明
抄
本
︺
四
十
六
冊

② 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
慶
元
二
年
周
必
大
刻
本
︹
巻
六
十
二
至
六
十
五
配
抄
本
︺
十
六
冊　

存
四

十
巻　

四
至
七　

五
十
五
至
六
十
七　

七
十
二
至
七
十
三　

八
十
七
至
八
十
九　

一
百
十
二
至
一
百
十
七　

一
百
二
十
至
一
百

二
十
四　

一
百
四
十
六　

一
百
四
十
八　

一
百
四
十
九
至
一
百
五
十
三

③ 

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
慶
元
二
年
周
必
大
刻
本　

三
冊　

存
五
巻　

五
十
二
至
五
十
四　

九
十
六　

一
百
十
九

こ
れ
ら
①
、
②
、
③
は
、
い
ず
れ
も
「
宋
慶
元
二
年
周
必
大
刻
本
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
慶
元
二
年
刊
行
の
同
一
の
周
必
大

原
刻
本
が
中
国
国
家
図
書
館
に
は
三
本
伝
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

最
後
に
、
前
章
で
指
摘
し
た
台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
、『
国
立
中
央
図
書
館
善
本
書
目
』
で
は
、
一
本
は
「
南
宋
刊

本
」、
他
の
二
本
は
「
南
宋
中
期
覆
周
必
大
吉
州
刊
本
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
南
宋
中
期
覆
周
必
大
吉
州
刊
本
」
と
は
、
後
に
覆
刻

さ
れ
た
刊
本
の
こ
と
で
あ
り
、
周
必
大
原
刻
本
で
は
な
い
。
今
一
つ
の
⑪
に
お
け
る
「
南
宋
刊
本
」
と
い
う
記
載
か
ら
は
、
周
必
大
原

刻
本
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
前
章
で
言
及
し
た
通
り
、
破
損
し
て
お
り
詳
し
く
は
調
査
で
き
な
い
の
で
、
台
湾
の
国
家
図
書
館
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⑪
は
し
ば
ら
く
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。

以
上
、
目
録
等
に
よ
り
、
周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
と
し
て
は
、
天
理
本
、
宮
内
庁
本
、
中
国
の
国
家
図
書
館
①
、
②
、

③
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
本
に
つ
い
て
次
章
で
よ
り
詳
細
に
検
討
を
加
え
た
い
。

四
、
周
必
大
原
刻
本
に
関
す
る
従
来
の
説

周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
系
統
を
整
理
し
て
い
る
研
究
と
し
て
は
、
唯
一
、
天
理
本
を
調
査
し
た
阿
部
隆
一
氏
の
「
天

理
図
書
館
蔵
宋
金
元
版
本
考
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

５
）。「
歐
陽
文
忠
公
集  

一
五
三
巻
附
録
五
巻　

宋
歐
陽
脩
撰　

孫
謙
益
校
﹇
宋

寧
宗
朝
﹈
刊　

三
八
冊
」
の
項
で
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

本
書
は
周
必
大
が
紹
熙
年
間
門
客
を
し
て
修
の
男
発
等
編
定
本
を
諸
本
を
以
て
校
讎
せ
し
め
、
慶
元
年
中
吉
州
に
於
て
刻
せ
し
め

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
周
必
大
校
刊
と
題
す
る
宋
槧
本
に
は
次
の
三
種
が
存
在
す
る
。（
一
）
こ
の
本
及
び
台
湾
の
中
央
図
書
館

（
存
居
士
集
目
録
・
巻
四
一
―
四
四
）
蔵
本
、（
二
）
宮
内
庁
書
陵
部
（
存
六
四
巻
）・
中
央
図
書
館
（
存
表
奏
書
啓
四
六
集
巻
七
）

蔵
本
、
北
京
図
書
館
現
蔵
の
瞿
氏
（
存
首
五
〇
巻
）、
潘
氏
宝
礼
堂
（
零
本
）
旧
蔵
本
、（
三
）
北
京
図
書
館
蔵
本
（
配
明
抄
本
、

四
六
冊
、
中
国
版
刻
図
録
143
著
録
）
が
あ
る
。
こ
の
三
種
は
相
互
に
ほ
ぼ
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、
刊
行
の
年
代
亦
相
近
く
、
い
ず

れ
が
慶
元
の
吉
州
周
氏
原
刻
本
な
る
か
遽
に
定
め
難
い
。
字
様
は
（
一
）
と
（
三
）
は
極
め
て
酷
似
し
、（
二
）
は
些
少
外
れ
る
。

中
国
版
刻
図
録
は
（
三
）
の
北
京
図
書
館
本
を
以
て
吉
州
原
刻
本
と
な
し
、「
稍
後
江
西
地
区
又
拠
此
本
翻
刻
二
次
、
行
款
版
式
悉

同
、
世
亦
誤
認
爲
吉
州
本
」
と
述
べ
る
。（
三
）
は
未
見
の
た
め
断
定
は
で
き
ぬ
が
、
書
影
の
字
様
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
そ
の
説
或

は
従
う
べ
き
か
。

阿
部
氏
は
、
天
理
本
に
つ
い
て
「
慶
元
年
中
吉
州
に
於
て
刻
せ
し
め
た
も
の
」
と
述
べ
る
の
で
、
周
必
大
原
刻
本
と
見
な
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
阿
部
氏
が
言
及
す
る
台
湾
の
中
央
図
書
館
は
、
現
在
の
名
称
が
国
家
図
書
館
で
、
ま
た
北
京
図
書
館
も
現
在
は



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
号

68

国
家
図
書
館
と
言
う
の
で
、
本
稿
で
は
台
湾
国
家
図
書
館
、
中
国
国
家
図
書
館
と
区
別
し
た
上
で
、
阿
部
氏
の
記
述
を
整
理
し
て
お
き

た
い
。
阿
部
氏
が
言
う
三
種
類
の
宋
刊
本
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
一
）  
天
理
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
本
（
第
二
章
で
指
摘
し
た
⑫
歐
陽
文
忠
公
集
）

 

＊ 

天
理
本
と
台
湾
国
家
図
書
館
⑫
は
刻
工
が
同
じ
な
の
で
、
阿
部
氏
の
記
載
通
り
同
一
の
版
本
で
あ
る
。

（
二
）  

宮
内
庁
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
本
（
第
二
章
で
指
摘
し
た
⑬
歐
陽
文
忠
公
集
）、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
瞿
氏
本
（
第
二

章
で
指
摘
し
た
⑦
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

存
五
十
巻
か
？
）、
潘
氏
宝
礼
堂
（
零
本
）

旧
蔵
本
（
現
在
の
と
こ
ろ
、
ど
の
本
か
確
認
で
き
ず
）

 

＊ 

宮
内
庁
本
と
台
湾
国
家
図
書
館
⑬
は
刻
工
が
同
じ
な
の
で
同
一
の
版
本
で
あ
る
。
な
お
、
阿
部
氏
の
言
う
瞿
氏
本
（
存
首
五

〇
巻
）
は
、
第
二
章
で
指
摘
し
た
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
⑦
歐
陽
文
忠
公
集
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
詳
細
を
調
査
出
来
て

い
な
い
。
ま
た
潘
氏
宝
礼
堂
（
零
本
）
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
瞿
氏
本
、

潘
氏
宝
礼
堂
（
零
本
）
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。

（
三
）  

中
国
国
家
図
書
館
本
（
第
二
章
で
指
摘
し
た
①
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

附
録
五
巻　

宋
慶
元
二

年
周
必
大
刻
本
︹
巻
三
至
巻
六
、
三
十
八
至
四
十
四
、
六
十
一
至
六
十
三
、
九
十
五
、
一
百
三
十
至
一
百
四
十
三
配
明
抄

本
︺）

さ
ら
に
、
阿
部
氏
は
字
様
か
ら
（
一
）
と
（
三
）
は
酷
似
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
（
二
）
は
違
っ
て
い
る
と
述
べ
た
後
、（
三
）
が
周
必

大
の
原
刻
本
（
吉
州
原
刻
本
）
と
す
る
『
中
国
版
刻
図
録
』
の
説
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
字
様
は（
一
）と（
三
）は
極
め

て
酷
似
し
」
と
い
う
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
阿
部
氏
は
（
一
）
と
（
三
）
を
同
一
版
本
だ
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ

て
、
も
と
も
と
（
一
）
天
理
本
を
周
必
大
原
刻
本
と
み
な
す
阿
部
氏
に
と
っ
て
は
、
同
一
の
版
本
と
考
え
る
（
三
）
を
周
必
大
原
刻
本
と

す
る
『
中
国
版
刻
図
録
』
の
記
述
は
、
自
説
を
補
強
す
る
有
力
な
証
拠
と
な
る
。

し
か
し
、
筆
者
が
（
一
）
～
（
三
）
を
実
際
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
阿
部
氏
の
説
は
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
と
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え
ば
、『
居
士
集
』
巻
一
（『
歐
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
）
部
分
の
刻
工
を
調
査
し
て
み
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
（
一
）
天
理
本
と
（
三
）

中
国
国
家
図
書
館
①
は
、
刻
工
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
（
な
お
、
中
国
国
家
図
書
館
①
と
同
一
版
本
で
あ
る
台

湾
国
家
図
書
館
⑫
は
、
こ
の
部
分
欠
本
で
調
査
で
き
な
い
。）

こ
の
よ
う
に
刻
工
が
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
は
、（
一
）
天
理
本
と
（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
①
が
、
違
う
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
従
っ
て（
一
）天
理
本
と（
三
）中
国
国
家
図
書
館
①
と
を
同
一
の
版
本
と
見
な
す
阿
部
氏
の
説
は
成
り
立
た
な
い
。

調
査
し
た
結
果
、（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
①
と
刻
工
が
同
一
で
あ
る
の
は
（
二
）
宮
内
庁
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
⑬
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

刻
工
か
ら
判
断
す
る
と
、（
一
）
天
理
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
⑫
と
（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
①
と
は
同
一
の
版
本
で
は
な
く
、（
二
）
宮

内
庁
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
⑬
と
（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
①
が
同
一
の
版
本
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
拙
稿
「
天
理
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
つ
い
て
」
の
中
で（

６
）、

周
必
大
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
編
纂
に
関
連
し
て

作
成
し
た
作
品
に
着
目
し

て
、
天
理
本
は
周
必
大
の

原
刻
本
で
は
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
天
理
本

は
、
周
必
大
の
原
刻
本
が

刊
行
さ
れ
た
後
に
、
息
子

の
周
倫
が
修
訂
し
た
版
本

の
系
統
に
属
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
阿

部
氏
の
言
う（
一
）天
理
本

系
統
（
台
湾
国
家
図
書
館

⑫
を
含
む
）
は
周
必
大
原

刻
本
で
は
な
い
の
で
、
そ

『
居
士
集
』
巻
１
（『
歐
陽
文
忠
公
集
』
巻
１
）

天　

理　

本

国　

家　

本

１
葉

乗　

源

陳　

廣

２
葉

乗　

源

陳　

廣

３
葉

乗　

源

陳　

廣

４
葉

乗　

源

陳　

廣

５
葉

乗　

源

李　

竒

６
葉

乗　

源

李　

竒

７
葉

乗　

源

刘
　
忠

８
葉

乗　

源

刘
　
忠

９
葉

乗　

源

梅　
　

10
葉

官　

達

梅　
　

11
葉

官　

達

藍　

廣

12
葉

官　

達

葉　

新

13
葉

官　

達

陳　

弁

14
葉

官　

達

　
（
空　

欄
）

15
葉

官　

達

廣　
　

16
葉

官　

達

七　
　

17
葉

官　

達

寧　
　



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
号

70

れ
ら
と
版
本
が
異
な
る
残
り
の
（
二
）
宮
内
庁
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
⑬
と
（
三
）
中
国
の
国
家
図
書
館
①
が
周
必
大
の
原
刻
本
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
な
お
、
第
二
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
中
国
国
家
図
書
館
②
、
中
国
国
家
図
書
館
③
も
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』

に
よ
れ
ば
周
必
大
原
刻
本
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
中
国
国
家
図
書
館
①
と
同
一
の
版
本
な
の
で
、
以
下
中
国
国
家
図
書
館
①
を
代
表
さ

せ
て
、
中
国
の
国
家
図
書
館
所
蔵
の
周
必
大
原
刻
本
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

五
、
周
必
大
原
刻
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
つ
い
て

阿
部
氏
が
周
必
大
原
刻
本
と
言
う
（
一
）
天
理
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
⑫
は
原
刻
本
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
で
は
（
二
）
宮
内
庁
本
、

台
湾
国
家
図
書
館
⑬
と
（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
①
が
周
必
大
の
原
刻
本
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』
巻
二
十
（『
居
士
集
』
巻
二
十
）
の
巻
末
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
巻
に

収
録
さ
れ
て
い
る
最
後
の
作
品
は
「
資
政
殿
学
士
戸
部
侍
郎
文
正
范
公
神
道
碑
銘
」
で
あ
り
、
そ
の
作
品
の
後
に
一
行
空
け
て
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

居
士
集
巻
第
二
十
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「
熙
寧
五
年
秋
七
月
男
發
等
編
定
」
と
は
、
歐
陽
脩
が
熙
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
閏
七
月
に
亡
く
な
る
直
前
に
息
子
發
ら
が
『
居
士

集
』
五
十
巻
を
編
定
し
た
こ
と
で
、
こ
の
記
述
は
『
居
士
集
』
五
十
巻
の
各
巻
末
に
存
在
す
る
。
そ
の
次
に
あ
る
「
紹
熙
二
年
三
月
郡

人
孫
謙
益
校
正
」
と
は
、
周
必
大
ら
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
編
纂
し
た
際
の
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）
に
、
編
定
校
正
者
の
一
人
で

あ
る
孫
謙
益
が
『
居
士
集
』
巻
二
十
を
校
正
し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
記
述
も
『
居
士
集
』
各
巻
末
に
あ
る
。
つ
ま
り
『
居
士
集
』
五

十
巻
部
分
は
、
周
必
大
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
を
し
た
際
に
、
孫
謙
益
が
校
正
を
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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注
意
し
た
い
の
は
、（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
①
で
は
「
紹
熙
二
年
三
月
郡
人
孫
謙
益
校
正
」
の
次
の
行
か
ら
以
下
の
記
述
が
始
ま
る

こ
と
で
あ
る
。（
文
末
の
図
１
参
照
。
な
お
、（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
①
と
同
一
の
版
本
で
あ
る
（
二
）
宮
内
庁
本
、
台
湾
国
家
図
書
館

⑬
は
、
こ
の
箇
所
が
欠
本
で
調
査
出
来
な
い
）

范
文
正
公
神
道
碑
、
自
公
坐
呂
公
貶
、
羣
士
大
夫
各
持
二
公
曲
直
。
呂
公
患
之
、
凡
直
公
者
、
皆
指
爲
党
、
或
坐
竄
逐
。
及
呂
公

復
相
、
公
亦
再
起
被
用
。
於
是
二
公
驩
然
相
約
、
戮
力
平
賊
。
天
下
之
士
皆
以
此
多
二
公
。
然
朋
党
之
論
遂
起
、
而
不
能
止
。

范
文
正
公
神
道
碑
に
、
公
は
呂
公
に
坐
し
て
貶
せ
ら
れ
し
よ
り
、
羣
士
大
夫
は
各
々
二
公
の
曲
直
を
持
す
。
呂
公
之
れ
を
患
へ
、

凡
そ
公
を
直
と
す
る
者
、
皆
指
し
て
党
と
爲
し
、
或
ひ
は
坐
し
て
竄
逐
せ
ら
る
。
呂
公
復
た
相
た
る
に
及
び
て
、
公
も
亦
た
再
び

起
ち
て
用
ひ
ら
る
。
是
に
於
て
二
公
驩
然
と
し
て
相
約
し
、
力
を
戮
せ
て
賊
を
平
ら
ぐ
。
天
下
の
士
は
皆
此
を
以
て
二
公
を
多
と

す
。
然
れ
ど
も
朋
党
の
論
遂
に
起
こ
り
て
、
止
む
る
こ
と
能
は
ず
と
。

「
范
文
正
公
神
道
碑
」
と
い
う
記
述
か
ら
始
ま
る
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
「
自
公
坐
呂
公
貶
～
而
不
能
止
」
は
、「
資
政
殿
学
士
戸

部
侍
郎
文
正
范
公
神
道
碑
銘
」
の
本
文
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
後
に
続
け
て
「
按
司
馬
文
正
公
紀
聞
、
景
祐
中
、
呂
許
公
執
政
。
范
文

正
公
知
開
封
、
屢
攻
呂
短
、
坐
落
職
知
饒
州
。
︙
︙
︙
又
蘇
文
定
公
龍
川
志
、
范
文
正
自
饒
州
還
朝
︙
︙
︙
邵
氏
聞
見
録
、
當
時
、
文

正
子
堯
夫
不
以
爲
然
︙
︙
︙
陳
無
己
談
叢
敍
二
公
曲
折
、
未
必
盡
然
︙
︙
︙
無
己
謂
歸
重
而
自
訟
、
過
矣
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ

こ
は
歐
陽
脩
の
作
成
し
た
「
資
政
殿
学
士
戸
部
侍
郎
文
正
范
公
神
道
碑
銘
」
に
お
い
て
「
范
仲
淹
が
呂
夷
簡
に
よ
っ
て
左
遷
さ
れ
た
後
、

再
度
挙
用
さ
れ
た
際
に
今
度
は
呂
夷
簡
と
協
力
し
て
賊
を
平
定
し
た
」
と
い
う
記
述
に
対
し
て
、
范
仲
淹
の
息
子
・
堯
夫
が
納
得
せ
ず

に
歐
陽
脩
の
神
道
碑
の
文
字
を
勝
手
に
改
め
た
等
の
後
日
談
に
関
連
す
る
こ
と
を
、
司
馬
光
『
涑
水
記
聞
』、
蘇
轍
『
龍
川
別
志
』、
邵

伯
温
『
邵
氏
聞
見
録
』、
陳
師
道
『
後
山
談
叢
』
の
記
事
を
引
用
す
る
形
で
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
范
文
正
公
神
道
碑
～
無
己
謂
歸
重
而
自
訟
、
過
矣
」
の
部
分
は
、
周
必
大
ら
の
全
集
編
纂
と
関
連
さ
せ
る
と
些
か
疑
問
が
生

じ
る
。
ま
ず
、「
紹
熙
二
年
三
月
郡
人
孫
謙
益
校
正
」
と
記
述
し
た
あ
と
に
続
く
こ
の
部
分
、
誰
が
記
述
し
た
の
か
は
一
切
不
明
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
も
し
周
必
大
ら
の
全
集
編
纂
時
に
付
加
さ
れ
た
と
す
れ
ば
「
資
政
殿
学
士
戸
部
侍
郎
文
正
范
公
神
道
碑
銘
」
の
本
文
は
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す
で
に
直
前
に
収
録
済
み
で
あ
る
の
で
、
再
び
「
范
文
正
公
神
道
碑
」
と
し
て
本
文
と
同
じ
記
述
を
記
載
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
後
日
談

の
記
事
を
書
き
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
范
文
正
公
神
道
碑
」
と
し
て
本
文
を
引
用
し
、
そ
れ
に
関
す
る
後

日
談
を
記
載
す
る
形
式
は
、
こ
れ
だ
け
で
一
つ
の
完
結
し
た
内
容
及
び
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
全
集
編
纂
時
に
お
け
る
本
文
の
文
字
の

校
正
等
と
は
関
係
の
な
い
記
述
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
全
集
編
纂
の
際
に
周
必
大
ら
が
わ
ざ
わ
ざ
書
き
加
え
た
と
は
考
え
に

く
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
は
周
必
大
の
全
集
編
纂
の
後
に
付
加
さ
れ
た
記
述
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
第
二
章
で
指
摘
し
た
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
あ
る
「
⑩
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋

刻
本　

鄧
邦
述
跋　

存
四
巻
」（
以
下
、
鄧
邦
述
跋
本
と
称
す
）
を
見
る
と
、
こ
の
部
分
は
、

居
士
集
巻
二
十
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と
あ
り
、「
紹
熙
二
年
三
月
郡
人
孫
謙
益
校
正
」
と
い
う
記
載
の
次
の
行
は
空
欄
で
あ
る
（
文
末
の
図
２
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
後
に
付

加
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
前
述
し
た
一
連
の
記
事
は
存
在
せ
ず
、「
紹
熙
二
年
三
月
郡
人
孫
謙
益
校
正
」
と
い
う
記
述
で
、『
居
士
集
』

巻
二
十
の
記
事
が
終
了
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
周
必
大
が
選
ん
だ
校
正
者
の
一
人
で
あ
る
孫
謙
益
が
、
巻
二
十
部
分
の
最
後
ま
で
を
責

任
持
っ
て
校
正
し
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
鄧
邦
述
跋
本
が
、
周
必
大
の
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公

集
』
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
原
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
後
に
、
本
文
の
「
資
政
殿
学
士
戸
部
侍
郎
文
正
范
公
神
道
碑
銘
」
に
関
連
す

る
後
日
談
等
の
記
載
で
あ
る
「
范
文
正
公
神
道
碑
～
無
己
謂
歸
重
而
自
訟
、
過
矣
」
が
付
け
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
周
必
大
の
原
刻
本
で
は
な
く
、
後
に
刊
行
さ
れ
た
天
理
本
に
も
、『
居
士
集
』
巻
二
十
巻
末
の
「
紹
熙
二
年
三
月
郡
人
孫
謙

益
校
正
」
と
い
う
記
述
の
後
に
、
中
国
国
家
図
書
館
①
と
全
く
同
じ
く
、「
范
文
正
公
神
道
碑
」
と
し
て
「
資
政
殿
学
士
戸
部
侍
郎
文
正

范
公
神
道
碑
銘
」
の
本
文
と
そ
れ
に
関
連
す
る
後
日
談
等
の
記
述
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
文
末
図
３
参
照
）。
周
倫
の
修
訂
本
の
系
統
に



周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
に
つ
い
て

73

属
す
る
天
理
本
に
、
范
仲
淹
の
神
道
碑
の
後
日
談
に
関
す
る
記
述
が
付
加
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
中
国
国
家
図
書
館
①
に
見

ら
れ
る
こ
れ
ら
の
記
述
は
原
刻
本
刊
行
の
後
に
付
加
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、『
図
書
寮
典
籍
解
題　

漢
籍
篇
』
に

お
い
て
周
必
大
原
刻
本
と
見
な
さ
れ
て
い
た
宮
内
庁
本
は
巻
二
十
部
分
が
欠
本
で
調
査
出
来
な
い
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
他

の
部
分
は
刻
工
が
中
国
国
家
図
書
館
①
と
全
く
同
じ
な
の
で
、
宮
内
庁
本
も
周
必
大
原
刻
本
刊
行
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
言
え

る
。
し
か
も
、
天
理
本
と
中
国
国
家
図
書
館
①
・
宮
内
庁
本
と
は
、
刻
工
が
違
い
同
一
の
版
本
で
は
な
い
の
で
、
周
必
大
の
原
刻
本
が

刊
行
さ
れ
た
後
に
、
本
文
に
纏
わ
る
様
々
な
記
述
が
添
加
さ
れ
つ
つ
、
南
宋
時
代
に
何
回
か
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
刊
行
が
行
わ
れ
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
巻
二
十
巻
末
「
紹
熙
二
年
三
月
郡
人
孫
謙
益
校
正
」
の
後
に
付
加
さ
れ
た
「
范
文
正
公
神
道
碑
～
無
己
謂
歸
重
而
自
訟
、

過
矣
」
の
一
段
を
、
後
で
削
除
し
て
鄧
邦
述
跋
本
が
成
立
し
た
と
い
う
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
、
鄧
邦
述
跋
本
が
巻
末

の
記
事
を
削
除
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
刻
工
が
勝
手
に
削
除
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
何
ら
か
の
先
行
す
る
版
本
や
資
料

に
基
づ
い
て
削
除
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
鄧
邦
述
跋
本
に
は
周
必
大
原
刻
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
形
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
天
理
本
や
中
国
国
家
図
書
館
①
の
巻
二
十
以
外
の
巻
末
を
見
る
と
、「
續
添
」

と
し
て
記
事
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
中
に
は
「
續
添
」
の
記
事
の
後
に
「
又
續
添
」
と
し
て
ま
た
記
事
が
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
周
必
大
原
刻
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
成
立
後
に
刊
行
さ
れ
た
諸
本
は
、
巻
末
に
新
た
な
記
事

や
資
料
を
付
け
加
え
て
い
く
と
い
う
方
向
で
編
纂
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
は
逆
に
、
天
理
本
や
中
国
国
家

図
書
館
①
の
巻
末
の
記
事
を
削
除
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
編
纂
形
式
は
鄧
邦
述
跋
本
以
外
の
他
の
南
宋
本
に
は

見
あ
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
こ
う
し
た
編
纂
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
原
刻
本
が
成
立
し
た
後
で
記
事
を
削
除
す
る
編
纂
方

法
に
よ
っ
て
鄧
邦
述
跋
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
り
、
や
は
り
鄧
邦
述
跋
本
は
周
必
大
の
原
刻
本
の
形
を
表
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
鄧
邦
述
跋
本
は
巻
二
十
か
ら
巻
二
十
三
ま
で
の
僅
か
四
巻
し
か
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
こ

れ
以
上
詳
し
く
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
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六
、
ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
周
必
大
の
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
阿
部
氏
が
原
刻
本
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
一
）
天
理
本
、

台
湾
国
家
図
書
館
⑫
、（
二
）
宮
内
庁
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
⑬
、（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
①
等
で
は
な
く
、
原
刻
本
の
形
を
保
持
し
て

い
る
の
は
第
二
章
で
引
用
し
た
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
宋
刻
本
と
の
み
記
述
さ
れ
て
い
た
鄧
邦
述
跋
本
だ
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
阿
部
氏
の
言
う
（
一
）
～
（
三
）
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
版
本
で
あ
る
が
、
実
は
い
ず
れ
も
周
必
大
の
原
刻
本
で
は

な
い
と
言
え
よ
う
。

鄧
邦
述
（
一
八
六
八
～
一
九
三
九
）
は
、
清
末
か
ら
民
国
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
物
で
、
字
は
孝
先
、
号
は
正
闇
と
言
い
、
江
蘇
江

寧
（
今
の
江
蘇
省
南
京
市
）
の
人
で
あ
る
。
彼
は
蔵
書
家
で
、
自
分
の
蔵
書
を
「
羣
碧
楼
」
と
言
い
、
鄧
邦
述
跋
『
歐
陽
文
忠
公
集
』

に
も
「
羣
碧
楼
讀
」
と
い
う
印
が
あ
る
。
題
跋
は
一
九
二
五
年
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
該
書
が
周
必
大
の
原
刻
本
で
あ
る
と

い
う
記
載
は
な
い
の
で
、
鄧
邦
述
は
該
書
を
原
刻
本
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
原
刻
本
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
周
必
大
の
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
目
録
や
先

行
研
究
に
お
い
て
全
く
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
鄧
邦
述
跋
本
（『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
記
載

さ
れ
る
「
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻　

宋
歐
陽
修
撰　

宋
刻
本　

鄧
邦
述
跋　

存
四
巻　

四
冊　

二
十
至
二
十
三
」）
の
可
能
性
が

極
め
て
高
い
の
で
あ
る
。

注

（
１
）  

『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』（
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
２
）  

『
国
立
中
央
図
書
館
善
本
書
目
』（
国
立
中
央
図
書
館
、
一
九
六
二
年
）。

（
３
）  

文
化
庁
監
修
『
国
宝
』（
毎
日
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）。



周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
に
つ
い
て

75

（
４
）  

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

漢
籍
篇
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
〇
年
）。

（
５
）  

阿
部
隆
一
氏
「
天
理
図
書
館
蔵
宋
金
元
版
本
考
」（
天
理
図
書
館
報
ビ
ブ
リ
ア
七
十
五
、
一
九
八
〇
年
）。

（
６
）  
拙
稿
「
天
理
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

※ 
歐
陽
脩
は
、
歐
陽
修
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
引
用
し
た
資
料
の
表
記
の
ま
ま
記
載
し
た
の
で
、
歐
陽
脩
と
歐
陽
修
と

い
う
表
記
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

（図１、中国国家図書館①）

（図２、鄧邦述跋本）

（図３、天理本）


